
2008年度「マネジメントゲーム」の事例紹介 
 

このサイトは、ABS（Aoyama Business School）の看板講座である「マネジメントゲーム」

の取り組みの１つとして作成したものです。 

 

米国を始め海外のビジネススクールの学生や社外取締役対して自社の活動を知らせ、価値

を高めるために英語で作成しています。 

 

・マネジメントゲームとは 

 
カーネギーメロン大学が主催しており、ABSも1992年から参加している歴史のある科目で

す。ABSでは、１年次にMBAとしての基礎科目を学ぶことになります。 

 

１年次を終え戦略論、ファイナンス、アカウンティング、マーケティング、ＯＩＳ、とい

った領域についての知識を身に付けた２年次に、それらの学んだことの実践的応用をおこな

うべく参加する科目がマネジメントゲームです。 

 

マネジメントゲームでは、カーネギーメロン大学をはじめ、中国、チリ、ロシアの大学と

ABSが参加し競い合います。２００８年度は４月～９月の間でゲームが開催され、全４０チ

ーム（2008年度は日本からは２チーム）が参加しました。 

 

４～５名でチームを構成し、2008年から2010年の3年度に渡り、仮想的に時計会社を運営

しました。各チームは自分たちが運営した会社の戦略プラン、マーケティングプラン、そし

て経営成績によって評価されます。 

 

各国の代表ともいえるチームが集結するので、グローバルでかつ知的に非常にハイレベル

な戦いとなります。だからこそABS日本代表としてどんな分野でも負けられないのです。 

 

 

・私たちの取り組み 

 
私たちは以下のメンバーでＷｉｌdBerryという会社を運営することにしました。 

 

ＣＥＯ （Ｃｈｉｅｆ Ｅｘｅｃｕｔｉｖｅ Ｏｆｆｉｃｅｒ） 荻原 

ＣＳＯ （Ｃｈｉｅｆ Ｓｔｒａｔｅｇｉｃ Ｏｆｆｉｃｅｒ） 榎 

ＣＰＯ （Ｃｈｉｅｆ Ｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎ Ｏｆｆｉｃｅｒ） 池田 

ＣＭＯ （Ｃｈｉｅｆ Ｍａｒｋｅｔｉｎｇ Ｏｆｆｉｃｅｒ） 川添 

ＣＦＯ （Ｃｈｉｅｆ Ｆｉｎａｎｃｅ Ｏｆｆｉｃｅｒ） 八向 

 

マネジメントゲームでは、必ずしも会社のWebサイトを作成しなければならないというも

のではありません。それにも関らず私たちがWildBerryのWebサイトを作成したのには以下の

理由があります。 

 

① 会社をできるだけ会社らしく運営することために、これまで自分たちの社会人としての

経験を超えて学べることがたくさんあるはずである。（企業の社会的責任に基づく情報

公開など） 

 



② Webサイトを構築することで他の国の参加者とのコミュニケーションができる。自分た

ちの会社がどんな会社なのか、どんな人間が経営者なのかを解ってもらうことで、ゲー

ムでの戦い以外の面でコミュニケーションが可能になるかもしれない。（SNS的要素） 

 

③ 自社の株価を適正に維持するためには、タイムリーな情報提供が必須である。昨今では

Webサイトがこの最適ツールとして活用されている。この実践的応用。（IR活動） 

 

④ Webサーバに蓄積されたアクセスログを分析することで、その意味、理解を深めること

ができる。インターネット社会におけるこういった事業には欠かせない知識、体験を習

得することができる。（情報化社会におけるマネジメントとしての理解） 

 

WebサイトはLinux Fedora9 Distributerを使用し構築しました。これはABSの他の授業で

あるインターネットビジネス(2007秋)とOIS演習(2008夏)とのコラボレーションで実現した

ものです。またIR情報の公開、その内容、手法に関してもインベスターリレーションズ（2008

春）で学んだことの応用です。こういった授業間のコラボレーションもABSの魅力のひとつ

です。 

 

サイトの構築・運営はCPO池田、デザイン、及びIR情報の更新はCFO八向が担当しました。 

 

敢えて取り組んだオプション作業ではありましたが、サイトを見た取締役の方々、教授、

そしてABSの仲間からの「見たよ」の言葉がなによりの励みになりました。 

 

アクセス数に一喜一憂したこと、コンバージョンレイトをあげることの大変さ、サイト運

営の難しさを身にしみて感じさせてくれたなど本当に多くのことを学ばせてくれたサイト

となりました。これからのマネジメントゲーム履修予定の方々には是非とも目的を持ったサ

イトの構築をお勧めします。 

 

 

～ＣＰＯ 池田より～ 
 

Webサイトの開設自体はそれほど難しいものではあり

ません。ただ、その開設目的に沿ったサイト運営という

ものに関しては想像以上に難しいものがありました。 

 

新鮮でタイムリーな情報提供、なによりもそのサイト

目的達成のためにどうしたらアクセス数を増やし、コン

バージョンレイトをあげることができるのかに苦悩し

た毎日でした。 

 

こういった中でも、ABSの他の授業とのコラボレーシ

ョンもあり、サイト運営の経済効率性、単なる統計分析

ではない行動分析に対する考え方も同時に学ぶことが

できました。 

 

架空とはいえ、実際のマネジメントゲームの中で「現

実の世界中のマネゲ参加者」と戦っている自分たちの会社のサイトです。 

このため気合の入れ方も違い、その変動に本当に一喜一憂し、楽しい経験をさせてもらい

ました。 



 

～ＣＦＯ 八向より～ 
 

私は、IR情報の提供を行いました。マネジメントゲーム

と並行してインベスターリレーションズの授業をとって

いたため、そこで学んだことを実践してみようという気持

ちで始めました。 

 

実際、ゲームで競い合っているチームに対してBS（貸借

対照表）やIS（損益計算書）、キャッシュフロー計算書、

詳細なセグメント情報等を開示することは、どの製品・市

場に費用を集中投下しているのかという戦略を明かすこ

とになるので、そこまでは戦略の都合上行うことはしませ

んでした。 

 

しかし情報開示できる範囲内での情報をどんな形で提供すればよいのか等を既存のIR資

料等を参考にフォーマットを定義し、四半期ごとに結果をとりまとめタイムリーに提供する

ようにしたことで、インベスターリレーションズという観点から会社の経営を考えることが

でき、非常によい経験となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

WildBerry社 のWebサイト 
 

以下はウェブサイト中のページ事例です。



【TOP Page】 

 

 

【Financial Info TOP Page】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【Detailed Financial Information】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Key Financial Information】 


